
 

 

 

 

 

 

 

 

小田城址からの初日の出 

新年あけましておめでとうございます。 

                                    

小田城からの初日の出は、一面の雲海を照らし、見晴らしやぐらの展望は最高に
良いものでした。雲海から現れた日本が峰の頂きは墨絵のように広がり、山際は朝
焼けに染まり、上空は青空でまさに日本晴れでした。当日は、ＦＭ東広島パーソナリ
ティー間瀬 忍さんと電話での中継があり、瀨川会長が、初日の出と同時に状況を
お知らせしながら、また、参加者全員から歓声の声が上がり、拍手が沸き起こりまし
た。その音声が電波により流れました。 

記念撮影は、初日の出をバックに皆さんの笑顔が最高でした。 

（自）「共和の郷・おだ」事務局 
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平成２８年元旦  新年の集い 
 

新年の抱負 
○会  長  瀬川豊茂 

明けましておめでとうございます。
小田区民の皆様にはすこやかに新春を
お迎えのこととお慶び申し上げます。  

昨年は「農事組合法人ファーム・お
だ」が農林水産部門で天皇杯を受賞す
る大変御目出度いことがありました。
自治組織「共和の郷・おだ」では小田
の「未来創生図」のビジョンマップが
でき８部会で協議をし、小田地域セン
ター、「農事組合法人ファーム・おだ、寄りん菜屋等様々な団体と連携し、
具現化に向けて取り組んでいます。  

特に地域の福祉や防災防犯活動は大切な課題でありその解決に向けて取
り組み「誇りの持てる、住み良い、和やかな郷づくり」をめざしていきます。  

今後とも自治組織「共和の郷・おだ」の郷づくりに協力賜りますとともに、
皆様にとりまして良き年になりますようお祈りいたします。  

 

○総務企画部長  西村雅吉 
皆様、あけましておめでとうございます。自治組織「共和の郷・おだ」では、昨年１０

年後の小田の夢を皆様のアンケートを基に、ビジョン策定委員会、自治組織役員
会を経て策定し、夢を大型看板に描きました。 
今年は、輝かしいスタートの年、運よく自治組織も改選の年です。１０年後をしっ

かり見ることのできる若い世代の組織になるように各組からの自治組織委員の協力
をお願いいたします。 

 
○農村振興部長 酒井雄宏 
昨年は、皆様のご協力をいただき、農産物品評会を開催することができ

ました。出品人数は、一昨年より８人減となりましたが、今年は昨年の皆様
からのご意見を参考に、一層たくさん参加いただけるよう取り組んで行きた
いと思います。小田ビジョンにつきましても、関係機関と意見交換を行い、
交流を深めながら課題解決へ取り組んで行きたいと思います。今年も皆様
のご協力をお願いします。 

 
○文化教育部長  舩附 明 
あけましておめでとうございます。 
昨年は生涯学習発表会に、作品の出品、演技に出演、ご観覧と多大なるご協力

をいただきありがとうございました。本年も３月１３日（日）に生涯学習発表会を開催
する予定です。ご協力をよろしくお願い致します。また、小田ビジョンのため学習を深
め、取り組んで参りたいと思います。どうかよろしくお願い致します。 

 
２ 

小田神楽保存会「悪魔払い」 



○環境保全部長  廣兼親雄 
新年あけましておめでとうございます。

本年もよろしくお願いします。 

環境保全部の活動にご理解ご協力頂き

ありがとうございます。本年は自主防犯

防災部発足３年目になります。昨年から

の防災マップ図を完成させることで地域

の皆様に御役に立てるよう取り組みます。

よろしくお願いします。 

 
○福祉ふれあい部長  飯沼範雄 

あけましておめでとうございます。昨年は高齢者が安心して暮らせる福祉の向上を

目指し、ふれあいいきいきサロン、小田ふるさと夏祭り、金婚者表彰等の諸活動を関

係者の皆さんのご協力で行うことができました。本年は、さらに見守り体制強化と福

祉カーの具現化に向けて活動を行う予定です。今後もご協力をよろしくお願い致し

ます。 

 

○体育健康部長  谷平和則 

皆さんあけましておめでとうございます。昨年は第４０回の小田一周駅伝から始ま

り、組対抗パークゴルフ大会や河内西小学校の運動会等に多数の参加をいただき

誠に有難うございました。2 月には、小田一周駅伝を行いますのでご協力をよろしく

お願いします。 

 

○女性部長  戸坂伊津巳 

あけましておめでとうございます。 

女性部では、皆様のご協力により昨年の行事が順調に終えたことを感謝申し上

げます。特に敬老会行事では、たくさんの参加をいただきありがとうございました。 

小田一周駅伝競走大会、生涯学習発表会とありますが、地域の皆様のご協力をい

ただき進めていきたいと思っていますのでよろしくお願いします。 

 
○白竜部長  宮本 勝 
昨年は、集会所でのサロン活動や各種行事への参加など積極的に活動を行

ってきました。特に、毎月１５日開催の白竜部サロンは、参加者は徐々では

ありますが参加者は増えており今後も継続し、内容を充実してまいります。 

部員の友愛活動を積極的に展開して参りますので皆様のご協力をよろし

くお願いします。  

 

 

 

３ 

シロミティーズの演奏  



（農）「ファーム・おだ」  新年のごあいさつ 
 

新年明けましておめでとうございます。  

皆様には、ご家族お揃いで健やかに新しい年をお

迎えのこととお慶び申しあげます。  

 旧年は、（農）ファーム・おだの事業推進に対し

まして格別のご理解とご支援ご協力を賜り厚く

お礼申しあげます。  

 さて、一番嬉しい事は、昨年 11 月 23 日に東京

明治神宮会館において第 54 回農林水産祭が開催

され、最高の栄誉であります天皇杯を賜ったこと

であります。  

これは組合員全員の受賞であり、ファーム・おだ

を設立いたしまして 10周年を記念する年と相まって

二重の慶びでもあります。  

受賞披露は、1 月 16 日にエアポートホテルに於いて記念祝賀会を開催い

たしますので、お忙しいとは存じますが組合員多数のご参加を願っておりま

す。  

小田地域の最終目標は「誇りのもてる、住みよい、和やかな郷づくり」で

すが、農業対策の第１は、ファーム・おだが優良農地を荒らさずに守り生産

環境を整備して、若者の受け皿となり持続可能な安定経営を行うことであり

ます。  

そのためには、組合員の皆様の貴重な意見やご提案をいただきながら 10

年先の小田の「未来創生図」ビジョンマップを早期に実現しなければなりま

せん。  

 第２は、米粉パン工房「パン＆マイム」は、米の需要拡大と健康によい米

粉の普及拡大を図るため、生産拡大出来るよう６次産業化（１次産業×２次

産業×３次産業＝６次産業）に取り組んで参ります。  

 第３は、３年連続の異常気象ですが、それに耐えられる土作りを継続し、

収量・品質ともに安定したこだわりの農産物栽培が出来るように耕畜連携に

よる有機中心の農業生産を継続して参ります。  

 この度の天皇杯受賞を契機に、新たな出発点として更なる進化・発展を遂

げながら、水稲を中心に飼料稲、酒米、野菜の契約栽培による収益の増大と

コスト低減により持続可能な法人経営を更に目指して、全力で取り組んでま

いる所存でございます。  

本年も、（農）ファーム・おだの事業推進に、一層のご支援、ご協力を賜

りますとともに、今年が小田区民の皆様にとりまして、輝かしい幸多いい年

となりますよう祈念し、新年のごあいさつといたします。  

   

 農事組合法人ファーム・おだ 組合長理事 吉弘昌昭  

４  



広島県知事に天皇杯受賞報告（１２月１１日） 
 

吉弘昌昭組合長、中川 

稔理事、谷平和則理事３

名で湯崎県知事に天皇杯

受賞の報告にまいりました。

知事は「おめでとうございま

す。様々な条件が不備な

中山間地域で皆さんが協 

力をされ、地域対策と農業

対策の一体化で受賞され

たことでしょう。」とねぎらいの言葉をいただきました。 

 吉弘昌昭組合長は「広島県は全国でも１０～１５年早く過疎化、高齢化、担い手

不足となりましたので農業・農村も大変な危機だったのです。（小田も同じです）危

機はまた一つのチャンスなのです。広島県の１５年前の状況が全国でも同じようにな

りましたから、我々のやってきたことが全国でも認められ天皇杯をいただいたと思って

います。」と報告されました。 

今月中旬頃に、（農）ファーム・おだは、皇居を訪れ天皇・皇后両陛下に拝謁して、

お礼と業績の説明をする予定です。 

（農）ファームおだ理事  谷平和則 

 

 
５ 

知事室で記念写真  

（右から湯崎県知事・吉弘組合長・中川理事・谷平理事） 



ふれあいいきいきサロン（１月２６日案内） 
 

サロン活動は、高齢者などの

方が元気に暮らすきっかけづく

りを見つけ、地域の人同士のつ

ながりを深める場です。また、

交流の場をもうけることで地域

への関心を深め、お隣同士が助

け合う地域づくりを目指してい

ます。  

お気軽にご参加ください。  

（自）「共和の郷・おだ」福祉ふれあい部  

 

 

第４１回記念 

小田一周駅伝競走大会（２月７日案内） 
 

児童、生徒の健康づくりと地

域交流を目的に開催する本大

会は、地域の皆様のご支援を

いただき、４１回目を迎えま

す。昨年は、小学生１１チー

ム、中学生１５チーム、全区

間６人、応援者を含め約４５

０人の参加をいただきました。 

体育健康部では、地域内外へ

参加チームを呼び掛けており

ます。本大会が、盛大に開催できますよう、中継所役員、おもてなしうどん

づくりなど地域の皆様のご支援ご協力をよろしくお願い申し上げます。  

 

（自）「共和の郷・おだ」体育健康部  

６  

前回の様子  

昨年の様子  



 

 

 

 
 

クリスマスコンサート in おだ（１２/５報告） 
 

恒例のコンサートは、堀江智

子さん奏でるフルートの明るく

澄んだ音色と上野雅代さんのグ

ランドピアノのアンサンブルで

始まりました。続いて、おなじ

みの前田宏樹さんの軽快なマン

ドリン、ギタリストの杉川伸二

さん、平野由里さんのボーカル

により楽しいひと時を過ごしま

した。  

最後に、小田の民話を語る「みんみんゼミ」のテーマ曲「一緒にいようね！」

作曲 前田宏樹さん、歌 平野由里さんにより初披露がありました。この歌

は、末岡紀代美さんが作詞され、「皆さんに小田をイメージし口ずさんでい

ただければ・・・」と言われていました。  

 

小田地域センター  

７ 

堀江智子さん  

ゆりぱんの演奏  コンサート会場  

ありがとうございました。 
ご寄付は自治組織「共和の郷・おだ」の活動のため、有効に活用させていただ

きます。 

香典返し １２月    中川康夫様 

 

自治組織「共和の郷・おだ」 会長  瀬川豊茂 福祉ふれあい部長  飯沼範雄  



しめ縄教室（１２/６報告） 

 

竹原泰男さんを講師に正月の

しめ飾り教室を開催しました。 

丁寧に指導をしていただき、

参加された方は縄の編み方に苦

戦しながら、出来上がった時、皆

さんは満足顔「これで正月を迎え

ることができる」と口々に言われて

いました。 

 

 

（自）「共和の郷・おだ」白竜部・小田地域センター  

 

視察を受けました 
 

内閣官房地域活性化伝道師中島淳

様島根県雲南市掛合町「多根の郷」

の皆様と当地区の地域づくりについ

て研修を深め意見交換を行い学習し

ました。  

 

 

 

 

（自）「共和の郷・おだ」事務局  

８  

教室の様子（講師を囲んで） 

伝道師 中島 敦様  

多根の郷の皆様  



クリスマスケーキづくり教室（１２/1３報告） 
 

パン工房「パン＆マイ

ム」のご支援をいただき、

小田の米粉を生地に、生

クリームを子ども達は

楽しそうな顔で、中には、

手についたクリームを

なめながら塗っていました。出来上がったケーキは、手提げ箱に慎重に入れ、

大切に持って帰りました。子どもたちの食べる笑顔が浮かばれます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                小田地域センター  
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みんなの掲示板  

 

寄りん菜屋からのお知らせ !! 

里山体験教室を支えてくださるボランティアさんをご紹介  

寄りん菜屋の東側の芝生広場の一角に里山体験交流広場を平成２４年に

つくりました。この広場では里山体験のメニューにピザ窯や木工体験教室を

開設し地元はもちろん広島市や呉市など多方面から多くの方が訪れていた

だきます。多いときは７０人余りバス２台により幼児が訪れ、１日を楽しく

過ごしました。この木工教室の指導に当たってくださるのが重津昌稔さん、

松本昌三さんです。お二方とも子ども達とのふれあいを楽しみにしているそ

うです。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

 

 

               （前列右から松本昌三さん・重津昌稔さん）  

 出来上がった木工作品を手に喜ぶ子ども達（１１月１５日）  

寄りん菜屋スタッフ  

１０  



○節分まるかぶり「巻寿司」注文受 

今年の恵方は東北東  

寄りん菜屋の心を込めた巻寿司のご注文を賜ります。 

販売は２月３日（水）です 

１本  ３５０円 

３本 １０００円 

 

 

 

 
 

○募集人数  若干名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１  

寄りん菜屋から  

スタッフ募集について  
 

平素、寄りん菜屋の運営につきましては、ご協力賜りありがとうございます。 

農産物の直販所・食堂・加工所の３部門で経営しております。 

ついては、これらに 

従事する意欲的なスタッフを小田地域内より募集します。 

○募集期間  平成２８年１月２０日（水）まで 

 


